
新型コロナウイルス感染症に対する
佐賀県での医療提供体制の状況や

対策について

佐賀県 健康福祉部 医務課

令和４年（2022年）６月

新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成事業
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軽症～中等症・重症

病院

自宅

施設

LINEによる健康観察＋生活支援
（県、診療所、訪問看護など）

ホテル
軽症・無症状

・65歳以上の高齢者
（ホテル療養可能な者）
・基礎疾患あり
・家庭内隔離が困難な者
など中心

・ホテル対象以外の者
・基礎疾患なし
・LINEによる健康観察
が可能
など中心

・複数の陽性者発生施設
・保健監判断で療養可能
※社会福祉施設、コロナ
病院以外の医療機関
など。

・治療が必要な患者、
妊婦等、医師が入院が
必要と判断した者

など中心

新型コロナウイルス感染症にかかる現在の医療提供体制について

佐賀県は、プロジェクトMのもと、救急医療や通常医療の医療環境を守りながら、コロナ陽性者の症状に応じた治療・療養を実施。
・オミクロン株の特性を踏まえ、高齢感染者増に備えた対応にシフト

まずは地域の医療機関で診療・検査

療養中に体調不良の場合は、まずは外来・往診で診療
（症状に応じて入院調整も実施）

５７２床確保
（25医療機関）

（※白石ST含む）

６１５室確保
（６施設：アパホテル、鳥栖ホテル、コンフォート
ホテル、唐津ホテル、東部療養施設、白石ＳＴ）

県支援強化
★既存事業での支援（簡

易診療室、空気清浄機、個人
防護具、簡易ベッド等）

★協力金

受入病床の高齢者対応
・療養型病床数の更なる確保
・看護補助者等の派遣支援

（令和４年６月時点）
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プロジェクトＭ（医療提供体制強化本部）について （令和４年３月２２日時点）

現在 572床
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プロジェクトＭ（新型コロナウイルス感染症患者への医療提供体制の強化）実施体制

知 事

副知事
医療統括監

新型コロナウイルス対応医療提供体制強化本部

➢ 新型コロナウィルス感染症のさらなる拡大に備え、現行の医療提供体制を強化し、
「救える命を救う」

使 命

メンバー 本部長 ：佐賀大学医学部附属病院高度救命救急センター長
本部員 ：県内感染症指定医療機関及び救命救急センターの医師（責任者）
事務局（県）：事務局員：本部19名、施設運営30名（Ｒ4.2.1現在）

【主な取組】

➢陽性患者の入院病床の確保（医療機関への依頼・調整） ➯ 24床（R2.4.6時点） → 現在572床（R4.6.17時点）

➢無症状・軽症者向けの宿泊療養施設の確保、療養体制の整備 ➯ 230室（R2.4.25時点) →  現在615室

➢入院・入所・転院調整

➯ 関係医療機関の救急・感染症医師によるネットワーク機能を強化、重症・中等症患者のトリアージ、

標準治療マニュアルの作成・共有、情報共有ツールを利用した情報共有の円滑化。

➢必要な資機材の調達、配備（医療用マスクや感染防護服等）

➢感染拡大時の陽性患者の搬送体制の構築 ➯ バス移送、タクシー運転手による移送

➢感染急増時の自宅療養支援体制の構築 ➯ 健康観察・往診体制の構築、生活支援物資の配送

◎健康増進課・保健所
• 現行の感染症対策（拡大防止、追跡調査等）を継続実施

医務課 ➢強化本部が調整する事項の遂行（既存施策の強化）、強化本部の庶務

◎新型コロナウイルス感染症対策医療機能等専門家会議

PROJECT M

役 割 ➢ 新型コロナウイルス感染症患者に対する医療提供体制を強化するため総合調整を実施
具体的内容…病床確保・宿泊療養施設運営、入院・転院の調整、医療資機材の調達等

（令和４年３月２２日時点）
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感染者数の推移

病床使用率・宿泊療養者数・自宅療養者数 （第１波～第５波） （令和2年4月～令和3年12月）

第１波

第２波

第３波

第５波

第４波

令和2年 令和3年
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ホテル療養者数
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病床使用率（％）

令和3年 令和4年

病床使用率・宿泊療養者数・自宅療養者数

第6波
病床最大使用率

（2/14）44.4％
【242/545床】

最大自宅療養者数

（4/21）3,835人

コンフォートホテル
118室（5/28）

東部療養施設
23床（8/5）

白石ステーション
20床（10/6）

第6波
ホテル最大使用率

（2/4）57.1％
（294/515部屋）

（第４波～第６波） （令和３年4月～令和４年５月）

第４波

第５波
第６波

唐津ホテル
100室（2/5）
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コロナ対応の状況

615室

〇コロナ受け入れ医療機関 25（白石ST含む）

コロナ受け入れ病床 5７2床

6か所 計615室

（令和４年1月１３日時点）

（令和４年６月時点）
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唐津ホテル（非公表）

白石ステーション（非公表）

東部療養施設

（令和４年６月時点） 8



県の取組（第1波～第5波）
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（令和４年３月２２日時点）医療チーム派遣事業（クラスター支援ナース）について

医務課看護担当
0952-25-7072

施設所管課（施設との窓口）
または 保健福祉事務所
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軽症・無症状の方のうち低リスクの方の自宅療養を実施します（第６波～）
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789人,入院，2％

1,506人，入所，4％

38,206人、自宅療養のまま隔離解除、94％

18,232 

7,109 6,172 6,188 

2,775 
25 

佐賀中部 鳥栖 唐津 杵藤 伊万里 県外

8,591人、10歳未満

8,324人、10歳代

5,129人、20歳代

6,313人、30歳代

5,739人、40歳代

2,870人、50歳代

2,061人、60歳代

1,474人、70歳以上

第6波 自宅療養者数の状況について

○ 自宅療養者の年代別の割合

○ 医療機関・宿泊療養施設への上り入院/入所

※ ホテル療養の途中から自宅療養となった方を含む。

自宅療養支援センター（令和4年1月～令和4年5月末）において管理した患者データの集計。

○ 管轄保健所ごとの療養者数

全体の約45％

帰省者 等

○上り入院患者の年代別人数：計789人

療養者総数

40，501 人

男性：20,818名（51％）

女性：19,683名（49％）

療養者総数

40,501 人
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5

12

20

21
26

42

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

中等症以上

軽症・無症状
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医療機関や宿泊療養施設等の現場の最前線でご活躍いただいてい

る皆様の御尽力により、このような対策を継続できております。

本当にありがとうございます。

感染症の拡大・蔓延は、地域で暮らす人々の生活にネガティブな

影響を与えていますが、今後人々の生活を維持・再生するためにも

看護の力が不可欠です。

今後とも、保健医療福祉の充実・強化に向け、皆様のお力添えを

いただきますようよろしくお願いいたします。
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